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抄録 

サロン（モーケン）の遊動の全貌についてはこれまでの民族誌や報告の中では記述されていない．

それ故に彼らの行動の全貌を捉えることができなかった．彼らの1年間の行動の半分は，遊動であ

るから，遊動行動を明らかにしなければサロンの全貌を知ることにはならないし，また現実的な問

題として，サロンの人口とその構成，教育，医療，福祉など生存と生活に関係した諸問題を明らか

にし，支援することもできない． 

本研究では，学術的な関心とともに，彼らの現実生活の基盤でもある遊動の概要を把握する調査

を行った．この調査では72家族，462人のサロンを対象にして，その出航から帰航までの全過程を航

行ルートと遊動した日数，立ち寄る島々，そして推定された最短遊動距離などを明らかにした．調

査結果から，72家族は9グループに分かれて行動しており，1回の遊動で，46日から110日をかけてお

り，その漁撈を伴う推定最短遊動距離は525～1,323kmであった．遊動範囲はミェイ諸島の北緯9度

43分～13度01分が南北の，東経97度40分～98度35分が東西の遊動範囲であって，この範囲を出るも

のではなかった．遊動中に立ち寄る島々も明らかにしたが，特に拠点となる地点も判明した． 

この調査結果がサロンの人口調査をはじめ生活の改善（教育，医療，福祉，公民権の行使など）

に少しでも役に立つことを願うとともに，関係各方面で有効に活用されることを期待している． 
 
 

１． 狩猟採集民の遊動研究の目的 
 

インド洋の東方海域をアンダマン海注 1 と呼び，

マレー半島に沿って南北に約 800 余の島嶼と岩礁

からなるミェイ諸島注 2がある．この海域には，人

類史的には最古のライフスタイルとされる遊動狩

猟採集活動を今なお行っている少数民族サロン

（モーケン）注 3がいる[1]（写真１）． 

 

 

この研究ではアンダマン海上におけるサロンの 

遊動注 4を追い，その航海経路の位置と島嶼の名称，

時期，日数を明らかにする． 

 

２． 研究の意義 
 
この研究の主たる目的は，現代における遊動狩
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猟採集民研究注 5の核心の 1 つでもある，サロンの

遊動行動の実態と，その軌跡を明らかにすること

である．また，こうした学術上の目的とともに，サ

ロンの人々の現代社会における福祉，教育，医療

などの生活支援を実現するために，不可欠な基礎

情報を得るという目的も併せもっている． 
 

サロンは 1 年の半年程度の期間，アンダマン海

を遊動している注 6．この間の居所は定まらず，現

在も曖昧なままである．サロン社会は今なお無文

字社会注 7であり，その子弟は例外的にしか就学し

ておらず，成人の殆どは読み，書き，計算など，現

代社会で市民としての生活するための基本的能力

を欠いたままである．ちなみに 2010～2015 年に，

この共同研究に関連して，現地調査に協力してく

れた 400 名余りのサロンの子どもは全員が未就学

であった． 

サロンが無文字社会のままであり，住所不明の

遊動民注 8であることは，実際にミャンマー連邦共

和国（以下，ミャンマーとする）で行われてきた人

口調査（国勢調査）注 9や選挙などに際して国民と

しての権利や義務の行使を妨げており，国や国連

諸機関，国際 NGO などが行おうとする医療・福

祉・教育サービスの円滑な実施の障害となってき

た．また，彼らを慢性的に蝕んできた麻薬使用注 10

や感染症注 11対策，災害（津波やサイクロン）や戦

争の危険などの緊急を要する情報伝達や救援など

の障害となってきた．本研究は現実にサロンが抱

えている数多くのハンディキャップの原因となっ

ている遊動の実態を明らかにすることが主たる目

的であり意義である． 

 

３． サロンとモーケン 
 

サロン（Salon）はモーケン（Moken）とも呼ばれ

る．しかし，タイ王国（以下，タイとする）側に住

むモーケンとミャンマー側に住むサロンとは，そ

のライフスタイルにおいて，現在は全く異質なも

のとなっている．タイ側のモーケンは既に海洋に

おける遊動生活を止めて陸に定住し，タイ国民と

して，その多くは優れた身体能力とダイビングや

操船の技能を活かして観光業，レジャー産業など

に従事しており，ライフスタイルはタイ人注 12のそ

れと大きくは変わらなくなっている．ところがミ

ャンマー側のサロンは依然として，太古さながら

に海洋を遊動して狩猟採集生活を送っている． 

 

 
 

このようなわけで，タイとミャンマーのサロン

は生業やライフスタイルにおいて，同等に位置づ 

けることができない．本論では，両者の混同を避

ける意味もあってモーケンではなくサロン（Salon

または Salone）という名称を用いる． 

本論で対象としているのは，サロン人口注 13の一

部を占めるタヨータダンジー島を中心とした地域

の人々を指している．この他にもミェイ諸島の南部

にもサロンの集落が存在し，これらの人々につい

ては調査対象となっていないことを付言しておく． 

 

４． 本研究における問題の所在 
 

ミャンマー政府は 2014 年に民族問題省を新設

して，サロンの就学や医療，福祉の改善にその関

心を向けている．そこでは先ず，サロンの人口を

把握することからはじめ，次いで公共サービスを

届ける予定であった．同省はアンダマン海域・ミ

ェイ諸島においてサロンの人口調査を開始したが，

もとより無文字社会という環境で戸籍はなく，届

け出も非常に不完全で，しかも居所が流動的であ

ることから，調査は当然のように困難であった．

そこで，雨季注 14に海岸に建てられた仮小屋（写真

2）の数から世帯数を予想し，それに平均的と考え

られる一家族の成員数を乗じて推算するという，

大雑把な人口推計しかできなかった．現在もサロ

ンの正確な人口推計はできていない．こうした事

情からも，先ず彼らの居所を正しく把握すること

が最初の問題となっている． 
 

写真 1．サロンの男性が素潜りでウニを捕らえたとこ
ろ．水中眼鏡は漂流物で自作したもの． 
（研究協力者 Daw Za Win撮影.2013年 12月，タヨ
ータダンジー島周辺海域） 
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19 世紀に英国が同地を統治した時代より，何人

かの研究者や軍などがサロンの所在や行動調査を

行ったが，いずれの場合も，人口は把握できなか

った[2][3]．その最大の理由は，彼らの居所が不定

で，半年間は海洋を遊動しており，連絡も途絶し

ていることであった．この状況は 19 世紀と現在で

ほぼ変わっていない． 

遊動はサロンが国民として受けるべき諸サービ

スや，彼らが抱える生活上の諸問題を解決するた

めの大きな障害になってきた．そこで，21 世紀に

入ってミャンマー政府は，サロンの未就学や医療，

福祉の状態を改善しようと，取り組みを開始した．

そのためには先ず，サロンがいつ，どこを遊動し

ているのか，という基礎情報が必要であり，しか

る後にサロンの抱える問題の内実を個々に明らか

にしてゆくこととなる． 
 

本論ではサロンの遊動行動の全貌を把捉する第

一段階として，以下の 3 点に焦点を当てた． 

1) サロンの遊動の実態を知るために，先ず遊

動する行動範囲の把握を行う．遊動ルート

を地図上で把握し，立ち寄る（あるいは停

泊する島嶼の正確な位置と現地語（サロン

が使用する）島嶼名及び集落名を同定する． 

2) 遊動の日数，その具体的な期間（出航日か

ら帰航日）を明らかにする． 

3) 船団の構成を明らかにする． 
 

ここでは，遊動の位置と時間を把握することを目

的としているが，この研究に続く課題としては，

遊動中の彼らの活動（漁撈方法，収穫物の交換と

その経済，Kaban（家船，えぶね）のメンテナンス，

遊動中のライフスタイルなど）に関する多くの課

題が残されている．実はこれまでに既知となって

いる文献情報は，サロンが遊動を一時停止して，

雨季に島々に停泊している期間の活動を調査した

ものであって，遊動中の動態は全く触れられてこな

かったのである． 
 

4.1. サロンの生活 
 

本論に入る前にサロンのライフスタイルを略述

しておく．サロン（民族）は 21 世紀の現在では，

地球上に極めて稀少になってしまった遊動狩猟採

集民の 1 つである．著者らがミャンマー民族問題

省の情報をもとに行った人口推定では，おおよそ

2,700 人近傍であった[1]．この推定値は民族問題省

が把握できた世帯数を根拠にした概数である．こ

の人口規模は 1 世紀前に White[3]が推測した規模

とほぼ同じ程度である．これに従えば，概ね過去 1

世紀間で，サロン人口には大きな変化がなかった

と言えそうである． 

サロンは 1 年のうち雨季（5 月～10 月）の半年

間はミェイ諸島の島々の海浜に小屋を設けて，島

内で植物採集や小動物の狩猟，海浜における貝，

ウニ，ナマコなどの採集を行っている．しかし，養

殖や栽培，家畜の飼育などは他の狩猟採取民と同

じく行わない． 

乾季（11 月～4 月）には家族全員が海洋を遊動し

て，もっぱら漁を行っている．それ故に研究者たち

はサロンを Sea Gypsy と呼び[2][4][5][6][7]，現在で

もサロンというと，人々は海洋をあてなく漂海し

ている放浪の民というイメージを想像している． 
 

4.2. 家船（Kaban）の役割 
 

サロンは遊動中，睡眠，団欒，休養，育児，調

理，食事などの日常の活動を，家船注 15（Kaban）

（写真 3）を中心として営んでいる．Kaban は単に

移動手段としてだけでなく，食，住の生活の場で

あり，また銛漁，釣り漁，獲物の処理などの生業の

場でもあって，彼らの遊動行動の拠点（母船）であ

り，最大の財産でもある．彼らの人生は誕生から

死に至るまで，Kaban とともにあるともいえる． 

サロンは遊動に際して，主要な家財を全て

Kaban に運び込んでいる（写真 4）．かつては動力

はむろん人力であって，家族全員で櫓を漕ぎ，帆を 

写真 2．雨季に海岸に建てられた仮小屋．世帯数の推
定は，こうした仮小屋の数を基に平均的な家族成員
数を乗じて行われた．（著者（San U）撮影，2012年
9月ドンニャウンマイ（Don nyaung maing）於） 
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操って航海をしていた．近年では Kaban にはエン

ジンを使用するようになった．また，この他に浅

瀬やマングローブで使用する Chapan 注 16と呼ぶ小

型の丸木舟を何艘も一緒に曳航している．この丸

木舟は，大人なら 1 人乗りで，浅瀬を縦横に移動

し俊敏に行動する際に利用する．子どもたちにと

っては海上の遊具ともなり，移動手段ともなって

いる．子どもたちは Chapan を器用に操って海上を

遊び回る（写真 5）．Chapan は船底を丸くくり抜い

た丸木舟で，非常に不安定で，操作は難しく，不慣

れであれば数秒もたたないうちに転覆してしまう． 

生業としての漁撈は，主として素潜りと銛によ

って行われている．時々釣竿を用いるが，網漁は

使用せず，他の漁獲方法も用いない．写真 6 は

Kaban から銛漁をするサロンの男性である．伝統

的にウミガメ漁注 17も行われてきた．捕獲した魚や

亀などは Kaban で管理される．この素潜り漁は人

類史上でも最も古く単純な方法である．  
 

4.3. Kaban の製作，価格，耐用年数 
 

Kaban の製作は，材料の大木（ミェイ諸島によ

くみられる Hopea Odorata，フタバガキ科ホペア属

の高木）の伐採に始まり，造船は男子たちが共同

作業で行う．彼らは僅かな工具（斧，たがね，手動

式のドリルなど）を使って巧みに Kaban を製作す

る．これらの工具は貴重な財産であって，遊動中

にも工具類を持参して修理を行っている．成人男

子は誰もが船大工である．Ivanoff, J.は 20 世紀末に

彼らの家船作りの詳細な記録を，その父 Ivanoff, P.

（1924-1974）が収集した貴重な写真とともに編集

して公表している[8]． 

Kaban は自ら製作する他に，売買の対象ともな

る．2015 年の時点では，大きな Kaban なら約 200

～300 万チャット（ミャンマーの通貨単位，チャッ

ト（Kyat）の日本円換算レートは，当時では 1 チャ

ットあたり約 0.1 円程度），小さな丸木舟なら約 10

～50 万チャット程度であると聞いた．また，耐用

年数は使用する材料や手入れの違いによるバラツ

キはあるものの，ほぼ 6～10 年程度であるという． 
 

4.4. 生育場所としての Kaban 
 

子どもたちは Kaban の生活のなかで生育する．

子どもは親の遊動に同道し，Kaban の近くで遊び，

親たちの生活技術を見よう見まねで学習してゆく．

写真 3．サロンの遊動生活の中心となる家船（Kaban）．
移動と生活の拠点であり，家族の時間が営まれる場
所．（大澤撮影，2013年 12月，タヨータダンジー島） 
 

写真 4．Kabanの船内に設けられた簡素な調理場．床
には日常の掃除に使うほうきが置かれている．研究
協力者 Daw Za Win撮影.2013年 12月，タヨータダ
ンジー島周辺海域） 

写真 5．浅瀬やマングローブで使う小型丸木舟
Chapan．大人の作業用であると同時に，子どもたち
の遊びと移動の道具でもある．（San U 撮影，2012
年 8月） 
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サロンの子どもにとって，Kaban は家であり，教

室であり，そして生活技術の全てを学ぶトレーニ

ングルームである．遊動が子どもたちを鍛え，育

てている．海洋的自然のなかで，彼らを時間的，空

間的に拘束する人為的な制約は一切なく，自由そ

のものである． 

サロンがアンダマン海を遊動する季節は，海が

穏やかであるが，雨季（5 月～10 月）は波浪が高

く，また同海域は浅瀬が多く，マングローブが発

達しているために座礁や転覆の危険が高く，操船

は困難である．現在でもこの海域を航行する定期

船は雨季には欠航が非常に多く，著者らも調査活

動に支障をきたした経験がある． 
 

4.5. 遊動研究を妨げた島嶼名の混乱の解決 
 

サロンが数ヶ月に及ぶ遊動中に停泊し，立ち寄

って日用品の調達を行い，獲物との交換などを行

う島々はどこであろうか．彼らの停泊地には有人

島のほか多数の無人島もある．その遊動期間の長

さからして停泊地は多数カ所に及ぶと推測される

が，これまでにその記録はない． 

サロンは遊動中，それらの島々に上陸して貝や

ナマコ，ウニ，ツバメの巣などの他に，食用の植

物，果物などの採集を行い，小動物の狩りをする

こともある． 

採集した収穫物は自家消費だけではなく，借金

の支払いや販売に使われることもあり，生活物資

と交換することもある．立ち寄る島々では飲料水，

氷，米，ガソリン，塩などの生活必需品を購入する

こともある．この島嶼名を特定することが遊動研

究としては重要である． 

しかしこれまでに，その島嶼の位置と名称が確

認されたことはなかった．そもそも島嶼名が混乱

していて特定できなかったのである．具体的には

以下のようである[1]． 

 固有名詞である島嶼名が一義的に決定して

いない． 

 サロンが呼称する島嶼名と英語，ドイツ語，

タイ語などの通称が殆どの場合で一致しな

い． 

 各国から出版されている地図上の表記間で

も食い違いが多い． 
 

この混乱振りは，かつてこの海域の資源調査を

していた Cholmeley, F.N. 注 18 が友人のサロン研究

者で民族誌家の Ivanoff, P.に宛てた書簡でも既に指

摘している[5]．いわく，Cholmeley, F.N.が使用した

イギリス製の 20 万分の 1 と，5 万分の 1 の地図上

では 248 の島が無名であったこと．また，島嶼名

があっても同名の島が幾つも存在するなどの混乱

があったというのである． 

著者らの調査でも，Cholmeley, F.N.の指摘する諸

点の他に，英語，ビルマ語，カレン語の他に，サロ

ン語やダーウェイ語注 19 そしてパーリ語の名称ま

で混在していたし，複数の島からなる群島に対し

て島嶼名が 1 つしかない場合もあった． 

さらに事情を複雑にしていたのは，各国から出

版されている各種の地図間で多数の島嶼名が相互

に食い違っていて一致していなかったのである[1]． 

この混乱は国際的に使用されている海図や航空

地図，観光用地図，道路地図などで見られる．更に

遊動研究を行う上で不都合なのは，現地のサロン

たちが日常使用する島嶼名とこれらが全く一致し

ないので，位置を同定しようがないのである． 

この問題に対応するために著者らは，同海域に

浮かぶミェイ諸島のうちで岩礁や位置情報として

の価値の低い小島を除く主要な島々287について，

現地呼称と旧英領時代の名称をすべて比較対照し，

その地図上の正確な位置を確認するという作業を

行った[1]． 

そのうち一例をあげる．ミェイ諸島南部の主要

な島で，サロンが遊動中に立ち寄ることが多い，

北緯 10 度 08 分，東経 98 度 11 分に位置する無人

島には，いくつかの名前が付けられていた．旧英

領時代には，Saint Lukes Island とよび，1948 年の

ビルマ連邦国の独立後は，ビルマ語で Za det kale 

kyun と表示した．しかし現在，地元では Pa law kar 

写真 6．Kabanから水中の獲物を目掛けて銛を放つサ
ロンの男性．伝統的な銛漁は今も生活を支える重要
な技術である．Photo by Pyi Soe Tun.“The Lights, 
Infront of My Lens, Fine Art Photography,” 
Dawei United Group Co.,Ltd., 2020. 
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kyun と呼んでいる．したがって地元の呼称を最優

先にして島嶼名を統一するべきであるという考え

方に従うと，この島は Pa law kar kyun と表示する

のが望ましい，ということになる（引用文献

[1]Appendix 1 の“253”番目を参照．本論には付録

として付けている）．こうした準備の上で，本研究

ではこの成果[1]を基礎にして，サロンの遊動の軌

跡の調査に取り組んだのである． 
 

4.6. 先行研究の欠如と本研究の関係 
 

サロンに関する民族誌や紀行文，新聞や雑誌な

どの記事は 19 世紀中葉からの過去 2 世紀間に，主

としてフランス語，ドイツ語，英語で，ライフスタ

イル，信仰，葬礼，結婚，物質文化，家船製作など

についての知見が多数の研究者によって報告され

てきた．しかしサロンの生業である漁撈のために

行う遊動に関しては，その全体像は依然として分

かっていない[1][2][4][5][6][7][9][10]． 

彼らがどの様な船団を編成し，どの島から遊動

に出て，どの島に立ち寄り，どの様なルートを経

て，何日間の遊動を行っているのか．それらがど

の様な方向性をもち，どのようなタイミングで停

泊地に戻るのか，という遊動の場所と時間に関す

る実態は現在まで未知のままである． 

西欧の研究者達はサロンを称して Sea Gypsy，漂

海民と呼び，彼等が海の放浪者であり，遊動の航

路も天候と獲物しだいで，その日の風まかせに海

洋を放浪していると考えてきたのである．これら

の研究者たちは，サロンの行動の最も重要な特徴

である遊動行動の実態には関心をもたなかったよ

うで，危険を孕む洋上の遊動には同道しなかった．

そこで研究者たちはサロンがいずれかの島に上陸

して海浜に仮小屋を建て，陸上の生活を行ってい

るところをもっぱら調査してきた．数多くのサロ

ン研究者が登場したが，長期に亘ってその存在が

空白となる遊動の実態は未知なのである．やがて

この遊動という空白が，サロンの教育，医療，福

祉，生活を国や国際機関などが保証，支援しよう

とした時に，その諸活動を阻む重要な問題となっ

てきたのである． 

 

５． 調査方法 
 

遊動の位置，時期，航路に関する調査は以下の

ように行われた． 

 

調査時期：2015 年後半から 2016 年前半の乾季

における直近の遊動状況を調査した注 20． 

調査対象者：ミャンマー，タニンダーリ地方域注 21，

ミェイ諸島の北部，タヨータダンジー島（旧英領

時代の Elphinestone Island 注 22）の東海岸，ドンパ

レーオ地区注 23 の海浜に仮小屋を構えるサロン 72

家族を対象とした（図 1）．これは 2016 年の雨季の

開始時点で現地に留まっていたサロンの全家族で

ある． 

インフォーマントは遊動について情報提供でき

る成人（男性 61 名，女性 11 名）であった．また

彼らはタウンケーと呼ぶ，獲物を買い取ったり航

海の相談に乗ったりするサロン以外の人物とも関

係があるので，その情報も参考にしながら 1 家族

ずつ聞き取りを行っている．ちなみにサロンは核

家族である． 

調査者：インタビューに当たっては，ビルマ語

を理解するカイン族注 24 のオピニオンリーダーの

成人女性と，現地タヨータダンジー島ドンパレー

オ小学校の女性校長及びサロン語注 25 の通訳 1 名

と共同研究者らが世帯ごとに訪問調査を行った．

共同研究者 3 名のミャンマー人はそれぞれ民族問 

 

 
タヨータダンジー島 
（ドン  ー   ） 

      

                

     

     

     

     

    

図 1．調査  
出典：Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, 
U.S. Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
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題省タニンダーリ地方域部長，同ミェイ市の小学

校校長，同チョンスー教育委員会教育長である（肩

書は当時のままである）． 

調査項目：家族名，出航から帰航までの遊動の

日程と経路，立ち寄った現地語による島嶼名及び

主たる活動，その他特記する事項などについて長

時間を掛けて聞き取り調査を行った．その結果，1

家族ごとに得られた情報が，船団を構成したグル

ープの家族間で日時，航路などで一致しているこ

とを確認している注 26．なお，遊動航路については

1 家族につき 1 つの航海図，合計 72 家族分を作製

し，それを更にグループごとにまとめた． 

 

６． 調査結果 
 

6.1. 出航地と出航日 
 

10 月下旬，雨季が終了し，乾季が近づくといよ

いよ遊動に向けた準備が始まる．家船の整備や修

理を行い，帯同する家族全員が使用する最低限の

日用品類に調理器具，差し当たっての食糧などの

他に，漁に使う銛や潜水用の足ひれ，水中メガネ

（写真 7），釣り竿（これらは全て手製）そして当

座の航海で使用するガソリン，家船，丸木船の修

理道具，現金などであり，また獲物を一時的に保

存する氷も時に必要となる． 

遊動にあたっては 9 グループの船団が編成され

ており，1 グループの船団に編成されている家族

は同じ航路を取っていた．ここで船団は近しい親

族の集団（Clan）注 27を中心に編成されている． 
 

全ての船団はタヨータダンジー島ドンパレーオ

海岸から出航していた．位置は北緯 12 度 21 分，

東経 98度 04分である（後出の図 10の aの地点）．

なお，本論で示す島名には，便宜上，著者らの前報

[1]に従って ID:番号を付した（例：タヨータダンジ

ー島［ID:45］，本論の付録）．番号は島名の識別を

容易にするためのものであり，位置情報と対応す

る． 
 

表 1に示したように，最も小規模な船団は A グ

ループの 2 家族で，最も大規模な船団は I グルー

プの 12 家族であった． 

これら家族はいずれも核家族であり，1 家族は 1

艘の Kaban に 2～4 人程度が乗り込んでいる．この

期の遊動の総勢は 462 人であった． 
 
遊動出航日を表 2 に示した．遊動の季節は，ミ

ャンマー暦注 28のダディンジュ月からダグー月，す

なわち太陰太陽暦の 10月 14 日から 4 月 17日まで

であり，これはほぼ一年の半分に当たっている． 

調査では，出航が最も早いグループは B グルー

プと I グループの 2015 年 12 月 18 日であり，最も

遅かったのは C グループの 2016 年 2 月 9 日であ

った． 
 

表 1 遊動する船団と家族名 

グループ 家族数 家族名（略名） 

A 2 UMS, UEK 

B 6 
DPK, DEY, MEN, MNS, MGK, 

UMM 

C 6 
SKM, MHTM, MDD, MLL, 

MKD, MKS 

D 7 
DSB, MT, MPN, DLN, MSH, 

MHA 

E 10 
UA, DTN, MA-1, MA-2, MMD, 

MAP, UTH, DMA, HHS, DSM 

F 9 
GD, PL, MTK, MKK, SPDM, 
SPWL, MKT, SMD, JH 

G 10 
DTK, MAT, SD, HMK, HAM, 
MN, MZAN, MEN, SAMK, DHS 

H 10 
MH, SBS, MKK, MKA, MAP, 

MT, MTTC, MHS, MAT, DJ 

I 12 
MAAM, MHHM, MT-1, MT2, 
MHH, MKB, MMK, MAM, MAP, 

MPW, MMH, DKK 

 

これまでのサロンに関する情報では，乾季にな

ると一斉に遊動に出るような印象を受けるが，実

写真 7．サロンの漁具．銛，水中メガネ，磯網（採集
した貝などを入れる），潜水用の足ひれ．（大澤所有） 
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際にはグループごとにばらばらであった． 

この 72 家族のように，グループ間で出航日に 54

日もの間隔が空いており，必ずしも同一日に行動

を起こしてはいない．理由は不明であるが，それ

ぞれの家族の事情やグループ内での家族間の調整，

天候，準備の都合などもあろうし，乾季の半年間

に複数回の短期の遊動を行っている家族もある. 

また，遊動中でも不漁であれば短期で切り上げ

てしまうこともあるし，その反対の場合もあろう．

但し，雨季は海が荒れることが多く，危険なので

遊動を行うことはない．聞き取り調査で確認した

ところでは，高齢者や病人の中には遊動に参加し

ていない場合もあり，サロンの人々が全員遊動に

出ている訳ではなかった．また，雨季には，停留地

のタヨータダンジー島の近海において，単独で日

帰りの漁をしていることが多いが，このような活

動は本研究では遊動として扱っていない．本研究

でいう遊動とは，長期にわたって定住地を離れて

集団で航海している場合を指している． 
 

6.2. 遊動の日数 
 

遊動日数については，遊動開始日（出航日）から

遊動終了日（帰航日）までに要した合計遊動日数

を計数している．また，この時の推定最短遊動距

離（km）は聞き取り調査結果から得た情報をもと

にして，海図上でグループごとの航路を辿り，そ

の位置が海図上で確定できた最近接 2 点間の最短

距離を計測し，その総計を計算した． 

しかし，彼らの遊動は実際には，漁をしながら

の移動であるから直線的な移動ではなく不規則な

経路を取っているはずであって，これを正確には

記録できないので便宜的に最短距離を仮定してい

る． 

将来的には（可能であれば）GPS 注 29を用いたよ

り正確な計測が望ましい．日平均遊動距離は推定

最短遊動距離を合計遊動日数で除した値として求

めている．また，漁を終了した後に帰航に要する

日数は数日である．往路は 2 か月かかる航海も，

帰航のための復路は一直線に航路を取っているの

で，大概は 1～3 日しかかからない（表 2）． 

遊動のペースは実際には緩急差が非常に大きく，

しばしば停止して漁を行っており，数日同じ海域

にいる場合もある．表 2 の推定値では非常にゆっ

くりとしたペースであるが，実際には漁をしなが

らの往路の移動ペースは，さらにゆっくりしてい

るはずであろう． 

タヨータダンジー島のドンパレーオ海岸を出航

した後に，船団は整然とした編成のもとにアンダ

マン海を進んでいく．船は家族ごとに母船とも云

える Kaban の他に多数の個人用，或いは浅瀬用の

丸木舟 Chapan 数隻を伴っている．かつては，彼ら

は風を巧みに使って航行し，凪の時はオールを漕

いで航海した．しかし，近年では船外機のエンジ

ンを導入したので，移動速度を上げることができ

るようになっている．但し，船外機が取り付けて

あるのは，母船とも言うべき Kaban だけなので，

母船が他の多数の船を曳航する形になる． 

遊動には家族が揃って参加し，女子も積極的に

操船に協力する．子どもたちも Chapan の操船に熟

達しており，不安定な丸木船を上手に操っている． 

 

表 2．船団別の遊動日，日数，距離 

船

団 

家

族

数 

遊動開始日 

（出航日） 
漁労最終日 

遊動終了日 

（帰航日） 

合計 

遊動日数 

漁労日数 

往路 

推定最短

遊動距離

（km） 

日平均 

遊動距離

（km） 

A 2 2016 年 1 月 9 日 2 月 28 日 3 月 1 日 53 51 550 10.4 

B 6 2015 年 12 月 18 日 翌年 4 月 2 日 4 月 5 日 110 107 1,323 12.0 

C 6 2016 年 2 月 9 日 3 月 24 日 3 月 25 日 46 45 525 11.4 

D 7 2016 年 1 月 17 日 4 月 8 日 4 月 10 日 85 83 837 9.8 

E 10 2016 年 1 月 2 日 4 月 4 日 4 月 11 日  101 94 818 8.1 

F 9 2016 年 1 月 9 日 2 月 27 日 2 月 28 日 51 50 577 11.3 

G 10 2016 年 1 月 4 日 4 月 17 日 4 月 18 日 106 105 974 9.2 

H 10 2016 年 1 月 10 日 4 月 9 日 4 月 10 日 92 91 758 8.2 

I 12 2015 年 12 月 18 日 翌年 4 月 2 日 4 月 5 日 110 107 1,323 12.0 
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７． 船団（Bグループと Iグループ）の遊動追跡 
 

調査対象とした 9 つの船団全ての遊動航路につ

いては略述するが，この中から遊動日数，推定最

短遊動距離が最大の B グループと I グループにつ

いての遊動航路，位置，停泊した島嶼名を以下に

記述する．この 2 つのグループは全く同一の航路

を同期して遊動していた（図 2）．なお，本研究で

は航路の確認には Google Earth Pro™（Google LLC, 

Version 7.3.6.10201）注 30を使用した[11]．現地で得

られた島名と調査結果を衛星画像上に重ね合わせ

ることで，位置（緯度，経度）を特定している． 
 

また，図 2の全航路を航海日程に沿って 10 分割し

て，図 2-1～図 2-10として掲載した．島名の［ID:45］

［ID:55］などは文献[1]にて示した島名一覧表の島

嶼番号を意味する（本論付録としても提示した）． 
 

●2015 年 12 月 18 日の出航から年末までの遊動

（図 2-1 参照）B グループは 6 家族（DPK, DEY, 

MEN, MNS, MGK, UMM,）の船団であり，I グルー

プは 12 家族（MAAM, MHHM, MT-1, MT-2, MHH, 

MKB, MMK, MAM, MAP, MPW, MMH, DKK）であ

るから，計 18 家族がそれぞれの Kaban を中心に

し，多数の chapan を曳航している． 

出航は 2015 年 12 月 18 日．出航地はタヨータダ

ンジー島［ID:45］（thayaw thadan gyi kyun）のドン

パレーオ（Don pu le o）地区である（北緯 12 度 20

分，東経 98 度 01 分）．出航に際しては出航地とな

る小さなドンパレーオの海岸は大賑わいである．

さながら祭典のように多数の人々が海岸に蝟集し，

積み込む家財や日用品の荷を担ぎ込む人々でごっ

た返している．船団は先ずタヨータダンジー島の

西方にあるパーパン島［ID:54］（par pann kyun）方

面に向かっている．同島は（北緯 12 度 17 分，東

経 97度 52分）に位置しており，旧英領時代は Smart 

Island と呼ばれていた．ところがビルマ独立後 70

年が経過した現在，現地ではその名称を使用しな

いにも関わらず，国際的に広く使用されている

Cornes 海図注 31では，未だに Smart Island が印刷さ

れ続けている．更に紛らわしいことに，この島の

東方には同名の Smart Island［ID:55］（北緯 12 度

17 分，東経 97 度 57 分）がもう 1 つ存在している．

現地語（ビルマ語）ではこの島の方はテネッタン

島［ID:55］the net tann kyun：「黒砂島」の意，と使

い分けられている（本研究では 1 島 1 名称に従う

とともに，英領時代の名称は使用せず，現地語で

統一すべきという立場をとっている）． 

船団は遊動の初日から漁撈をしながらの航海で

ある．出航から 2 日後の 12 月 20 日にも引き続い

て同島付近で漁をしながら，かなりゆっくりした

ペースで移動して，その東方のドン島［ID:70］（don 

kyun）のドンニャウンマイ（don nyaung maing）の

沖合の海域（北緯 12 度 13 分，東経 98 度 05 分）

に向かっている．この海域は出航地からは，1 日で

往復できる範囲であり，雨季においても天候を見

計らいながら出漁できる近海の漁場であるから，

サロンは季節によって，どこにどんな獲物がいる

か精通している． 

12 月 23 日（図 2-1）にその南東のタウンチュン

ポン島［ID:90］（taung kyun pon kyun：「沢山の島が

ある島」の意，北緯 12 度 05 分，東経 97 度 58 分）

方面に向かっている．同島は，旧英領時代は Street 

Island と言い，現在も Cornes 海図では同名を使っ

ているが，ビルマ語ではタウンチュンポン島とい

う名称が使われている．23 日には近くのナッタミ

ーイェートゥィン島［ID:96］（nat tha mii yay twin 

kyun：「天女の井戸の島」の意，北緯 12 度 04 分，

東経 98 度 00 分）の近海に来ている．この島はか

つて Drakes Island と呼んでいたが 1948 年のビル

マ独立以来，ビルマ語の呼称が使われており，

Cornes 海図でも既に英名は使用せず，現地語を使

用している．船団は 12 月 27 日（図 2-1）までは西

方に向けて漁をしながら移動し，さらに西方の旧

英領時代の Bailey Island，つまりビルマ語でジャー

ボッ島［ID:92］jar bot kyun（ダーウェイ方言），北 

図 2-1．B と I グループの 2015 年 12 月 18 日～
2016年 1月 1日頃の航路（後出の図 2より抜粋し
拡大している） 

Source: Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, 
U.S. Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
 



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No.35 2025 

［査読有り］ 
 

 サロン（モーケン）のアンダマン海の遊動の追跡的研究 528 

 

 

凡例 ▼  

：衛星写真が捉えた航

行中の船（実際に船が

停泊する様子がわか

る）衛星写真に捉えら

れた航行中の船。調査

対象の船ではないが、

実際にこの海域で船

が停泊・移動する様子

を確認できる貴重な

事例である。 

 

到着

月日

( d  

m m m )

*　Ohsawa, Seiji et al. 

Sorting out the changes 

and confusion of Meik 

Islands names in 

Myanmar , Int.　J. Hum. 

Cult. Stud. 2023, 33, 

pp.22-41.

島名* ID*

（出航） 18 Dec thayaw thatan gyi kyun 45

↓ par pann kyun 54

20 Dec the net tann kyun 55

↓ don da hunn 70

23 Dec taung kyun pon kyun 90

↓ nat tha mii yay twin kyun 96

27 Dec jar bot kyun 92

29 Dec kye leit kyun 94

↓ su lar kha mauk kyun 93

↓ kye leit kyun 94

1 Jan mii nat kyun 105

↓ mii seinn kyun 108

3 Jan thar myar a mi kyun 106

8 Jan sa lon kyun 107

11 Jan wet phyu taung kyun 112

17 Jan mou ma linn kyun 117

19 Jan we kyun ywar 123

20 Jan pyinn sa bu nge kyun 125

23 Jan a shay su lar kyun 116

29 Jan kunn thii kyun 124

1 Feb the phyu kyun 129

3 Feb pyinn sa bu nge kyun 125

6 Feb yay ayenhget thaik kyun 141

9 Feb a le man kyun 170

12 Feb pu le kyun 169

12 Feb pu le kyun 173

15 Feb sin kyun 186

22 Feb lan pi kyun 194

26 Feb kyun me gyii kyun 192

↓ bo cho kyun 213

1 Mar kyun than lonn 210

3 Mar taung na winn 226

5 Mar myauk na winn kyun 216

8 Mar jar lann kyun 227

11 Mar than dar net kyun 221

↓ nyaun wii kyun 224

18 Mar kyun pyar gyii 236

21 Mar shwe kyun gyii 240

24 Mar zar det nge kyun 258

27 Mar za det kyii kyun 266

30 Mar than nge kyun 277

2 Apr saung kaut kyun 281

↓ （帰還）

（帰着） 5 Apr thayaw thatan gyi kyun 45

凡例 ▼  

：衛星写真が捉えた航

行中の船（実際に船が

停泊する様子がわか

る）衛星写真に捉えら

れた航行中の船．調査

対象の船ではないが，

実際にこの海域で船が

停泊・移動する様子を

確認できる貴重な事例

である． 

 

19th Jan 

9th Feb 

22th 

Feb 

29th Jan 

29th 

Dec 

図 2．Bと Iグループの航路（白実線） 
Source：Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 

▼ 

▼ 

▼ 
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緯 12 度 07 分，東経 97 度 43 分に向かっている．

さらに，kye leit kyun［ID:94］北緯 12 度 02 分，東

経 97 度 46 分を経て，南方にある，旧英領時代は

Sargent Island と言っていたビルマ語のスラーカー

マーク島［ID:93］su lar kha mauk kyun：「大きい帽

子の島」の意，北緯 12 度 02 分，東経 97 度 40 分

付近を経由して（この島嶼名も Cornes 海図では相

変わらず英領時代の英語名を使用している），再び

kye leit kyun に戻っている． 
 

●B グループとＩグループの船団は，南東のミー

ナー島 mii nat kyun［ID:105］：「火の精霊の島」の

意，北緯 11 度 59 分，経 97 度 55 分へ向かってい

る．この島はかつて旧英領時代には Observation 

Island と標記されていた島である．新年をこの島で

迎えている． 

●新年から 1 月末までの遊動 

新年を英領時代は Courts Island と呼んだミーセ

イン島［ID:108］（mii seinn kyun：「緑の光の島」の

意，北緯 11 度 57 分，東経 97 度 59 分）で迎えた

船団は 1 月 3 日（図 2-2）には，東方にあるターマ

ミャーアミー島［ID:106］thar myar a mi kyun：「沢

山の息子をもつ母の島」の意，北緯 12 度 00 分，

東経 98 度 08 分，付近に移動している．この島は，

英領時代は Christmas Island と言っていた． 

1 月 8 日（図 2-2）には更に東方に移動し，サロ

ン島［ID:107］sa lon kyun：北緯 12 度 00 分，東

経 98 度 14 分の付近で漁をしている．ここはかつ

て Pickwick group の島と呼ばれていたところであ

るが，現在は Commes 海図では Siza thitku kyunzu と

表示されている群島であって小島が多数点在して

いる．これらの小島の個々の名称は不明である（現

在も個別の島嶼名はないかもしれない）． 

船団はこの付近ではゆっくりとしたペースで漁

撈しつつ，島々を縫うように東方に向けて遊動し

ている． 

1 月 11 日（図 2-2）はウェッピュータウン島

［ID:112］wet phyu taung kyun：「南の白豚島」の意，

北緯 11 度 57 分，東経 98 度 14 分周辺に移動して

いる．森に覆われたこの島は，かつては Parker 

Island と呼ばれていた． 

出航以来，ちょうど 1 か月を経過した 1 月 17 日

（図 2-2）は，モーマリン島［ID:117］mou ma linn 

kyun：「夜明け前の島」の意，北緯 11 度 51 分，東

経 98 度 12 分付近である．この島は，かつて旧英

領時代は Rosy Island と呼ばれていた．面積は小さ

いが集落が点在し，経済活動も見られるので，飲

料水や氷，米などを調達することができ，航海者

たちはそれぞれに物資を補給している． 

1 月 19 日（図 2-2）は，船団はウェチュンヤー

島［ID:123］we kyun ywar：「左の島の村」の意，北

緯 11 度 51 分，東経 98 度 17 分周辺に行く．旧英

領時代は Jack Island,ビルマ独立後はWe Islandと呼

んでいた付近において漁撈を行っている， 

20 日（図 2-2）には西方のピンサブゲー島

［ID:125］pyin sabu nge kyun：サロン語と思われる

名称，北緯 11 度 48 分，東経 98 度 03 分に移動し

ている．この島には船着き場があり，家屋も点在

し，船を帰航させることができる比較的に賑やか

な島である．かつては Thomson Island と言ってい

た． 

図 2-2．Bと Iグループの 
2016年 1月 1日～2月 13日頃の航路（図 2より抜粋） 
 

Source: Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, U.S. 
Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
 

図 2-3．Bと Iグループの 
2016年 1月 20日～2月 3日頃の航路（図 2より抜粋） 
 

Source: Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, U.S. 
Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
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1月 23日（図 2-2）はアシェイスラー島［ID:116］

a shay su lar kyun「東の多い島」の意，北緯 11 度 51

分，東経 97 度 39 分，英領時代の Sir John Haves 

Island，ビルマ独立後 East Sular と言っていた島に

向けて，かなりの距離を西方へ遊動している．こ

の島の付近で，1 月 29 日（図 2-3）まで 6 日間に

わたって漁撈を行っている．この海域は豊かな漁

場のようである．1 月 29 日には，クンティー島

［ID:124］kunn thii kyun：「キンマの実の島」の意，

北緯 11 度 48 分，東経 97 度 39 分，かつて旧英領

時代の Fretcher Island の近海で漁をしている． 

船団は，ここから再び東方へ向けて反転して，

やや速度を上げて船を走らせている． 
 

●2 月 1 日から 2 月末までの遊動 

2 月 1 日（図 2-2）に，同島の東岸に位置するテ

ーピュー島［ID:129］The phyu kyun：「白い砂の島」

の意，北緯 11 度 45 分，東経 98 度 06 分に到達し

ているが，この島は旧英領時代は South Passage 

Island と言っていた．この海域はサロンのほかビル

マ人やカイン人などの漁船も時々行き交う海域で

ある． 

続いて，ピンサブ島［ID:125］（pyinn sa bu nge 

kyun：旧英領時代は Bentinck Island と呼ばれてい

た，北緯 11 度 48 分，東経 98 度 03 分の南の岬 Bluff 

Point を通過しており，イエーアイエーゲータイー

ク島［ID:141］yay ayenhget thaik kyun：「冷水鳥の

巣の島」の意，北緯 11 度 31 分,東経 98 度 18 分へ

向っている．この島は，英領時代は Hnghetthaik 

Taung と呼び，ビルマ独立後から前掲の名称が使わ

れている． 

その後，ドーメ島（Dome kyun：英領時代は Domel 

Island といい，その後 Pan daung Island と呼ばれて

いた）の南方海域で大きく迂回して，アレーマン

島［ID:170］（a le man kyun）に 2 月 9 日（図 2-4）

に到着している．この小さな島（北緯 11 度 17 分,

東経 98 度 32 分）は，かつて英領時代は Malcolm 

Island と云われ，森に覆われていた．今は集落が発

達し，東方のほど近いマレー半島側の本土にはボ

ーピン（Bokpyin）市があり，物資の流通も盛んで，

商業活動も活発に行われている．船団はここで獲

物との交換や日用品，氷，燃料，食品などの買い入

れを行っている． 

同日 2 月 9 日（図 2-4）のうちに，船団は南東

方向へ航海を続け，3 日間かけて西に向けてゆっ

くり進み，真珠を養殖する真珠島プーレー島

［ID:169］Pu le kyun に向かっている．しかし同じ

真珠島と名称がつく島［ID:173］がこの付近には 2

つ（北緯 11 度 17 分,東経 98 度 14 分と，北緯 11

度 16 分，東経 98 度 12 分）存在している．このう

ち前者は英領時代にはSir J. Malcolm Islandといい，

後者は Barbara Island と言っていた．前者は，ビル

マ独立後は Par lei kyun といい，後者は Barani 

Island としている[1]．日本企業の真珠養殖場もこ

の付近にある． 

更に，2 月 12 日（図 2-4）から 15 日（図 2-6）

までは，船団は真っすぐに南方へ向かう． 

次のポイントはシン島［ID:186］sin kyun：「象島」

の意，北緯 11 度 01 分,東経 98 度 18 分，といい，

英領時代は High Island と呼んでいた島である．こ

こには 2 月 15 日に到着している．この海域にはニ

図 2-4．Bと Iグループの 
2016年 2月 3日～12日頃の航路（図 2より抜粋） 

Source: Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, 
U.S. Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
 

 

図 2-5．B と I グループの 2016 年 2 月 12 日～15日
～22日～26日頃の航路（図 2より抜粋） 

Source: Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, 
U.S. Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
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タリクジラやツノシマクジラ，シロナガスクジラ

なども見られる． 

続いて船団はこの海域で枢要な位置を占めるラ

ンピ島［ID:194］lan pi kyun：北緯 10 度 52 分,東

経 98 度 13 分方面に向かい，2 月 22 日（図 2-5）

までゆっくりと漁撈を行っている．同島は，かつ

ては Sullivan Island とか Kyun tann shey とも呼ばれ

ていた．現在Commes海図ではLampi IslandとKyun 

tann shey の 2 つの名称が併記されている． 

この海域には多くの貴重な動植物が確認されて

おり，ジンベエザメ，ジュゴン，クジラ類，タイヘ

イヨウアカボウモドキ，ヒモハクジラ，シャチ，イ

ルカ，スナメリ，カワゴンドウなどがみられる．原

生林にはサイチョウ，ウミワシ，アオサギ，ニシキ

ヘビ，サル，イノシシ，ゾウなどの様々な動物が生

息し，昆虫の生育も多様である．なおこの島は

ASEAN が指定している自然遺産であり，ミャンマ

ー有数の国立公園でもある．ミェイ諸島の中でも

有数の大きな面積をもっており 187,050平方 kmに

及ぶ． 

船団はランピ島の北側を廻って 2 月 26 日（図

2-5）にはチュンメイギュ島［ID:192］kyun me gyii 

kyun「大きな黒い島」の意，北緯 10 度 53 分,東経

97 度 55 分に至っている．英領時代の Clara Island

である． 

船団はその後ランピ島の南端の集落であるボー

チョー島［ID:213］bo cho kyun のマチョンガレー

（Ma kyoun ga let：北緯 10 度 40 分，東経 98 度 15

分）に到着し，休憩をとっている．ここは同島にお

けるサロンが停留地を設けている集落であり，船

団は収穫した獲物を販売したり，米，飲料水，調味

料などと交換したり，ガソリンが不足している場

合には購入することもある．サロンにとっては久

しぶりに同族の友人に会える機でもあり，彼等は

休日を楽しむ．彼らの遊動中では，最も重要な帰

航地となっている． 
 

●3 月 1 日から 3 月 31 までの遊動 

3 月 1 日（図 2-6），船団は再び遊動を開始する．

西方に向けて 5 日間の漁をしながらの遊動である

（図 2-7）．次の目標は，チュンタンロン kyun than 

lonn［ID:210］北緯 10 度 40 分，東経 98°10 分で

ある．さらに，タウンナウィン島［ID:226］taung 

na winn「南の 9 分の 1 の島」の意，北緯 10 度 27

分，東経 97 度 39 分と myauk na winn kyun［ID:216］

北緯 10 度 38 分，東経 97 度 41 分である．前者は

かつての South twin Island あるいは Western Island

と言っていた． 

ここから船団は南東に方向を変えて 3 月 8 日ま

（図 2-8）で漁を続けながら，ジャラン島［ID:227］

jar lann kyun，北緯 10 度 26 分,東経 97 度 54 分へ

向けている．この島は英領時代の Loughbough 

Island である． 

続いて，3 月 11 日（図 2-8）まで東方へ向けて

遊動している．タンダネー島［ID:221］（than dar net 

kyun「黒い珊瑚の島」の意，北緯 10 度 35 分，東

経 98度 20分から近くのニャンウィー島［ID:224］

nyaun wii kyun，北緯 10 度 30 分,東経 98 度 12 分付

近に近づく．前者は Pulo Tuhan とか Boyul Island な

どと英領時代は呼ばれていたが，独立後に上記の

ように呼ばれるようになった．後者は英領時代に

図 2-6．Bと Iグループの 2016年 2月 26日～3月 1日，
8日，13日頃の航路（図 2より抜粋） 

Source: Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, U.S. 
Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
 

図 2-7．Bと Iグループの 
2016年 3月 3日～8日頃の航路（図 2より抜粋） 

Source: Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, U.S. 
Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
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は Pulobada または Sir William Island とよび，独立

後，現在の呼称になった． 

この海域では 7 日間の漁を続けていた．更に船

団は南に進み，3 月 18 日（図 2-8）にはナーナッ

ティ島 naa nat thii kyun「パイナップル島」の意，

北緯 10度 21分,東経 98度 03分を経てチュンピヤ

ージー島［ID:236］kyun pyar gyii：「広大な島」の

意，北緯 10 度 20 分,東経 98 度 17 分に到達してい

る．ナーナッティ島は英領時代は Quoin Island とい

っていたが，独立後は現在の名称が使われている．

ところがパイナップル島という言い方は，英領時

代には後者のKyun pyar gyiiにも使われており英語

で Pine Tree Island といっていたのでややこしく，

海図を参照しながらでも混乱する．しかも各国の

海図，観光用の地図など，版元によって表記が統

一されておらず，この状態は現在も改善されてい

ない．更に船団は，shwe kyun gyii［ID:240］を経て，

南方に遊動して，3 月 24 日（図 2-9）にはかつて

Hastings Islandと呼ばれ，現在はザデゲー島［ID:258］

zar det nge kyun：北緯 10 度 06 分,東経 98 度 17 分

の付近を通過している． 

3 月 27 日（図 2-10）はミェイ諸島南部で最大の

ザデジー島［ID:266］za det kyii kyun：大きな島，

北緯 9 度 57 分,東経 98 度 11 分，すなわち英領時

代のミェイ諸島の代表的な島嶼である St.Mathew’

s Island へ向っている．ここでもそれぞれの家族は

食料や日用品を調達する． 

3 月 30 日（図 2-10）には，ここから同島を大き

く東方に迂回して南のタンゲー島［ID:277］than 

nge kyun：「小さい鉄の島」の意，北緯 9 度 46 分,

東経 98 度 01 分から，さらに南東海上のサウンカ

ウト島［ID:281］saung kaut kyun：「竪琴の島」の意，

北緯 9 度 42 分,東経 98 度 06 分に至る．ミェイ諸

島でも最南部のこの辺りの島嶼は，旧英領時代は

殆どが無名であったが，ビルマ独立後に，ビルマ

語で島嶼名が与えられている． 
 

 

●4 月初旬，漁撈を終了して帰航 

2016 年 4 月 2 日（図 2-10）で，この船団の漁撈は

終了している．彼らは少しも休憩をとらず，ここ

から出航地のタヨータダンジー島のドンパレーオ

へ向けて最短距離を，一気に北上している．この

帰航への船足は迅速で，4 月 5 日（図 2-1）までの

4 日目でドンパレーオの海岸まで直行している． 

図 2-9．Bと Iグループの 

2016年 3月 21日～27日頃の航路（図 2より抜粋） 

Source: Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, 
NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / 
Copernicus. 
 

図 2-10．Bと Iグループの 
2016年 3月 27日～4月 2日頃の航路（図 2より抜粋） 

Source: Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, 
U.S. Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
 

 

図 2-8．Bと Iグループの 
2016年 3月 8日～3月 21日頃の航路（図 2より抜粋） 

Source: Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, NOAA, 
U.S. Navy, NGA, GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
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7.1. 遊動航路と帰航日 
 

それぞれ 9 つのグループがタヨータダンジー島

を出航した日には，2 か月近くの差があった．遊動

を終えて戻ってきたのは，最も早いグループが 2

月 28 日で，最も遅いのは 4 月 18 日であった． 

各グループの帰航日は表 2（前 p.8）のようであ

る．出航日と同じく帰航日にも 51 日の違いがある． 
 

こうして遊動に出ていた船団は 4 月 18 日には

全家族が帰航して，停留地のドンパレーオはにわ

かに賑わいを取り戻している． 

サロンの遊動は毎年 1 年のうちで，乾季にあた

る 11 月から 4 月にかけて行われる．殆どこの時期

は降雨がなく，モンスーンに遭遇する危険も少な

く，遊動には最も安全な季節である．しかし，その

年の天候次第では，5 月まで延長して行われるこ

ともあるらしい．また停留地となっているタヨー

タダンジー島の周辺では雨季であっても天候に応

じて銛漁を行うほか，同島では動物の狩や植物の

採集，海浜でのウニやナマコ，貝の採集が行なわ

れている． 

別途行った調査によると，男子 72 名中 19 名（4

分の 1）が年間を通じてタヨータダンジー島の周

辺で銛漁を行っていた． 
 

7.2. 遊動航路と遊動距離の推定 
 

9 船団 72 家族の取ったルートを一家族ごとに聞

き取り，それをグループごとにまとめて図 2 から

図 9 に整理した．この遊動航路図を手掛かりにし

て，船団ごとに乾季に行われた遊動（航海）ごとの

遊動距離を推定してみよう．ここでの推定遊動距

離は，明確に記録できる点から点への最短距離を

推計したものである．実際には航路に沿って，そ

の近くを遊動している訳であるが，その日の獲物

の動きに対応して，移動経路は不規則にならざる

をえない．実際には，漁撈活動はこの遊動図に沿

いながらも，より幅広い範囲で行われていると考

えられる．したがって以下の推計は最短距離であ

って，実際にはこの推計よりは 20～30％程度は長

距離になると思われる． 
 

グループ別の航海の概要を以下に要約する． 
 

 

 

 

 

A グループ（図 3）  

この調査の対象となったサロンの船団の出航地と

帰航地は全てのグループがタヨータダンジー島で

あり，地図上では遊動ルートの北端に位置してい

る．A グループの行動範囲は，図 3 のように出航

とともに南行して，途中で東方のアレーマン島

［ID:170］a le man kyun（2 月 8 日）に立ち寄り，

更にランピ島［ID:213］bo cho kyun のマチョンガ

レーまで南下し，ここからミェイ諸島を東経 98 度

線の西側を北上している．このグループの航海は

全体的には比較的コンパクトであり，この期の漁

を行うために遊動に要した日数は 53 日間で往路

の行程は最短距離で推計すると 550km である．復

路はこのグループは僅か 2 日間しかかけていない． 
 

 

 

 

 

 

図 3．Aグループの航路 

 

Source: Google Earth Pro 
imagery © Google. Data 
SIO, NOAA, U.S. Navy, 
NGA, GEBCO. Image 
Landsat / Copernicus. 
 

 

到着

月日

( d  

m m m )

*　Ohsawa, Seiji et al. 

Sorting out the changes 

and confusion of Meik 

Islands names in 

Myanmar , Int.　J. Hum. 

Cult. Stud. 2023, 33, 

pp.22-41.

島名* ID*

（出航） 9 Jan thayaw thatan gyi kyun 45

↓ we kyun ywar 123

10 Jan pyinn sa bu nge kyun 125

16 Jan taw wet kyun 154

29 Jan hlaing kyun 165

8 Feb a le man kyun 170

↓ ↓ ↓

4-12 Feb par we kyun 151

3-20 Feb bo cho kyun 213

↓ la ngann poo warr kyun 166

28 Feb pyinn sa bu nge kyun 125

↓ taung pan nge kyun 42

↓ （帰還）

（帰着） 1 Mar thayaw thatan gyi kyun 45
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B グループ（図 2） 

出航地はこの船団が辿ったルートの最北端に位

置する．B グループの船団は東経 98 度線に沿って

北緯 12 度 25 分から北緯 9 度 40 分までの範囲を，

東西に振り子のように行き来しながら南行してい

る．B グループのコースはミェイ諸島のほぼ全域

を丹念にパトロールするように軌跡を描いている． 

途中で立ち寄っている島々は，いずれも重要な

物々交換や水の補給，生活必需品（ガソリン，氷，

米など）の調達，魚の販売などを行える地点であ

る．これらの重要ポイントを他のグループが行っ

た遊動のルートと重ね合わせてゆくと，サロンの

人々にとっての遊動中の実質的な生活圏が見えて

くる． 

往路はミャンマー領のミェイ諸島の最南端まで

到達しており，この往路の推定航行距離は 

1,323km，復路は 3 日間で最南端から出航地［ID:45］

thayaw thatan gyi kyun ドンパレーオ迄を移動して

いる．復路は最短距離を通過したと仮定して 418 

km である．復路は一日あたりで 139km の遊動で

あるからほぼノンストップである．これは彼らの

船団の編成を考えるときに数多くの丸木舟を

Kaban などのより大きめの船で曳航しながら，か

なりの速度で帰航しているのであって，エンジン

を使わなかった時代には大変な重労働であったし，

複雑に変化する風を読みながらの高度な帆走技術

を要したのであった．往路は漁撈が主であるので

緩慢な遊動であるが，復路は対照的に迅速である． 
 

以下続けて各グループの推定航路の概略と航行

距離を示す． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C グループ（図 4） 

このグループはミェイ諸島の中間の北緯11度付

近まで南下して，そこから引き返してくる航路を

とっているが全グループの中では最も短距離のコ

ースである．途中，北緯 11 度 30 分あたりに停止

して 2月 11日からほぼ 1か月間この海域で集中し

て潜水漁を行っている．このグループの最大の漁

場がここのようである．これ以降は 10 日間をかけ

てゆっくりと漁をしながらの航海を行い，北緯 10

度 50 分の海域から東経 98 度線の西側を北上して

いる．航路から推定された最短遊動距離は 525km

である． 

 

 

図 4．Cグループの航路（往路のみ） 

Source: Google Earth Pro 
imagery © Google. Data 
SIO, NOAA, U.S. Navy, 
NGA, GEBCO. Image 
Landsat / Copernicus. 
 

 

到着

月日

( d  

m m m )

*　Ohsawa, Seiji et al. 

Sorting out the changes 

and confusion of Meik 

Islands names in 

Myanmar , Int.　J. Hum. 

Cult. Stud. 2023, 33, 

pp.22-41.

島名* ID*

（出航） 9 Feb thayaw thatan gyi kyun 45

↓ do me kyun 138

11 Feb la thar kyun 143

14 Feb par we nge kyun 146

15 Feb par we kyun 151

↓ yaw bart kyun 160

20 Feb yay wa ti kyun 159

↓ thu ta kyun 161

1 Mar than pa chout kyun 156

5 Mar zin yaw kyun 158

9 Mar pu le kyun 169

↓ pu le kyun 173

12 Mar la chann kyun 179

14 Mar pan yann kyun 182

15 Mar ka lat kyun 185

16 Mar kyein ni taung 184

17 Mar kawt ye kyun 187

18 Mar ka nyinn phyu kyun nge 188

19 Mar minn gyii sa khann 200

24 Mar mhet kyun 145

↓ （帰還）

（帰着） 25 Mar thayaw thatan gyi kyun 45



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No.35 2025 

［査読有り］ 
 

 サロン（モーケン）のアンダマン海の遊動の追跡的研究 535 

 

D グループ（図 5） このグループはミェイ諸島の

南方，北緯 10 度のザデジー島［ID:266］za det kyii 

kyun まで遊動しているが，途中ではスラーカンマ

ーク島［ID:93］su lar kha mauk kyun，パンダウン

島［ID:138］do me kyun，アレーマン島［ID:170］

a le man kyun，ランピ島［ID:213］bo cho kyun，ザ

デジー島を遊動している．推定最短遊動距離は

837km となる．このグループは遊動の途中で 2 群

に分かれたり，時には 3 群になったりして個別の

家族として航路をとっている．しかも帰航日も 2

群に分かれて数日間の差があり，何かの事情が起

きた可能性もある．図 5 には遅れて帰航したグル

ープの航路と日程がしめされているが，航路自体

には大差はみられない．今季の 9 グループ全体の

航海で唯一こうした分岐した航路が見られたグル

ープであった． 

E グループ（図 6） このグループは往路は，ミェ

イ諸島の南方，北緯 9 度 50 分のタン島［ID:277］

than nge kyun まで東経 98 度線の東方を南北にほぼ

真っすぐに遊動している．ピンサブ島［ID:125］

pyinn sa bu nge kyun 近海からアレーマン島までは

半月を掛けて非常にゆっくりと潜水漁をしながら

の航海である．また，ランピ島周辺でも時間をか

けてゆっくりと余裕をもった漁をしている．途中

の帰航地はパンダウン島，アレーマン島，ランピ

島のマチョンガレー，ザデジー島であり，推定最

短遊動距離は 818 km となる． 
 

 

 

 

 

 

 

Source: Google Earth Pro imagery © 
Google. Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, 
GEBCO. Image Landsat / Copernicus. 
 

 

到着

月日

( d  

m m m )

*　Ohsawa, Seiji et al. 

Sorting out the changes 

and confusion of Meik 

Islands names in 

Myanmar , Int.　J. Hum. 

Cult. Stud. 2023, 33, 

pp.22-41.

島名* ID*

（出航） 17 Jan thayaw thatan gyi kyun 45

17 Jan jar bot kyun 92

26 Jan su lar kha mauk kyun 93

↓ ↓ ↓

27 Jan mii nat kyun 105

3 Feb mii seinn kyun 108

6 Feb thar myar a mi kyun 106

10 Feb mou ma linn kyun none

15 Feb pyinn sa bu nge kyun 125

19 Feb do me kyun 138

↓ kyauk pyin kyun 144

↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓

2/29 mwe ma neit kyun 164

↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓

5 Mar pu le kyun 173

18 Mar a le man kyun 170

↓ a le man kyun 170

18 Mar sin kyun 186

24 Mar lan pi kyun 194

28 Mar bo cho kyun 213

30 Mar than dar net kyun 221

3 Apr nyaun wii kyun 224

6 Apr kyun pyar gyii 236

↓ shwe kyun gyii 240

↓ pa law kar kyann kyun 253

8 Apr zar det nge kyun 258

8 Apr za det kyii kyun 266

↓ （帰還）

（帰着） 10 Apr thayaw thatan gyi kyun 45

図 5．Dグループの航路 
 

図 6．Eグループの航路（往路のみ） 
 

到着

月日

( d  

m m m )

*　Ohsawa, Seiji et al. 

Sorting out the changes 

and confusion of Meik 

Islands names in 

Myanmar , Int.　J. Hum. 

Cult. Stud. 2023, 33, 

pp.22-41.

島名* ID*

（出航） 2 Jan thayaw thatan gyi kyun 45

4 Jan thar myar a mi kyun 106

9 Jan sa lon kyun 107

15 Jan pyinn sa bu nge kyun 125

22 Jan pu le kyun 169

31 Jan a le man kyun 170

↓ ↓ ↓

7 Feb sin kyun 186

17 Feb lan pi kyun 194

1 Mar bo cho kyun 213

3 Mar nyaun wii kyun 224

7 Mar jar lann kyun 227

9 Mar shwe kyun nge 241

↓ pa law kar kyann kyun 253

↓ za det kyii kyun 266

24 Mar kyauk phyu kyun none

31 Mar za det kyii kyun 266

4 Apr than nge kyun 277

↓ （帰還の途へ）

（帰着） 11 Apr thayaw thatan gyi kyun 45

Source: Google 
Earth Pro imagery 
© Google. Data 
SIO, NOAA, U.S. 
Navy, NGA, GEBCO. 
Image Landsat / 
Copernicus. 
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F グループ（図 7） このグループの往路は，タヨ

ータダンジー島のドンパレーオ［ID:45］から南に

遊動をはじめて，ピンサブ島［ID:125］更にランピ

島の東の海域を通過してゆき，北緯 10 度 40 分の

ボーチョー島［ID:213］の中間から帰航航路を取っ

ている．復路は東西に広がらず，東経 98 度 15 分

付近を南北に真っすぐ移動している．推定最短遊

動距離は 577km である．このグループはピンサブ

島で半月間にわたり潜水漁をしてからそれをアレ

ーマン島で販売し，更にランピ島南部で潜水漁を

してマチョンガレーの集落に滞在してから，帰航

に向けて漁をし，帰路では東経 98 度 02 分，北緯

11 度 23 分のタウエ島に立ち寄って魚を販売して

から帰路についている． 

 

G グループ（図 8） 全てのグループのうち最も広

範囲に遊動しているグループである．この期の遊

動では唯一ドンパレーオ［ID:45］から北へ向って

おり，マレー半島近く，北緯 13 度のタニンダーリ

地方域の都市パタウ（Pataw）付近まで航路を伸ば

している．マリ島付近のクンティー島［ID:11］kunn 

thii kyun （東経 98 度 13 分，北緯 12 度 49 分）で

進路を変えて U ターンしているが，北緯 11 度 45

分付近で東に進路を取り，ピンサブ島から南東に

向かう．ここからランピ島の北側を通過して北緯

10 度 20 分付近で更に東へ向かっている．東経 98

度 12 分，北緯 10 度 30 分のニャウンウイ島で漁撈

を終了して，そこからドンパレーオに向けて一路

北方に復路をとり，帰航している．このグループ

の航路は 974km に及んでいる． 

図 8．Gグループの航路（往路のみ） 

Source: Google Earth Pro 
imagery © Google. Data 
SIO, NOAA, U.S. Navy, 
NGA, GEBCO. Image 
Landsat / Copernicus. 
 

 

図 7．Fグループの航路（往路のみ） 
 

Source: Google Earth Pro 
imagery © Google. Data 
SIO, NOAA, U.S. Navy, 
NGA, GEBCO. Image 
Landsat / Copernicus. 
 

 

到着

月日

( d  

m m m )

*　Ohsawa, Seiji et al. 

Sorting out the changes 

and confusion of Meik 

Islands names in 

Myanmar , Int.　J. Hum. 

Cult. Stud. 2023, 33, 

pp.22-41.

島名* ID*

9 Jan thayaw thatan gyi kyun 45

9 Jan we kyun ywar 123

10 Jan pyinn sa bu nge kyun 125

16 Jan taw wet kyun 154

29 Jan la ngann poo warr kyun 166

4 Feb par we kyun 151

11 Feb a le man kyun 170

↓ ↓ ↓

13 Feb bo cho kyun 213

20 Feb la ngann poo warr kyun 166

28 Feb pyinn sa bu nge kyun 125

↓ （帰還の途へ）

1 Mar thayaw thatan gyi kyun 45

到着

月日

( d  

m m m )

*　Ohsawa, Seiji et al. 

Sorting out the changes 

and confusion of Meik 

Islands names in 

Myanmar , Int.　J. Hum. 

Cult. Stud. 2023, 33, 

pp.22-41.

島名* ID*

（出航） 4 Jan thayaw thatan gyi kyun 45

5 Jan (Harris Island) none

6 Jan the mee hla kyun 13

12 Jan kyun hla kyun 5

17 Jan pein ne kyun 4

27 Jan kunn thii kyun 11

7 Feb pha lun taung kyun 41

11 Feb par pann kyun 54

the net tann kyun 55

21 Feb jar bot kyun 92

24 Feb su lar kha mauk kyun 93

1 Mar a shay su lar kyun 116

5 Mar a nauk su lar kyun 131

12 Mar su lar kyun nge 132

16 Mar su lar kyun nge 135

19 Mar pyinn sa bu nge kyun 125

25 Mar mhet kyun 145

hteik myint kyun 148

do me kyun 138

30 Mar a le man kyun 170

30 Mar ↓ ↓

3 Apr sin kyun 186

7 Apr kyun me gyii kyun 192

11 Apr myauk na winn kyun 216

13 Apr taung na winn 226

16 Apr jar lann kyun 227

17 Apr nyaun wii kyun 224

↓ （帰還の途へ）

（帰着） 18 Apr thayaw thatan gyi kyun 45
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H グループ（図 9） このグループの往路は，タヨ

ータダンジー島のドンパレーオから，南に遊動を

はじめて，ピンサブ島から東に向かい， ランピ島

の西の海域を通過してゆき，北緯 10 度 30 分から

東方に向かい， 東経 98 度 12 分付近のニャンウィ

ー島で南方に針路を変えて，北緯 10 度 3 分付近の

ザデジー島北部の海域での漁猟を最後にして，帰

航航路を取っている．帰航はザデジー島の東方海

域に出て一直線に北方のアレーマン島を目指し，

小休止をしてから北西に針路を向けてドンパレー

オ集落に帰航している．推定最短遊動距離は

758km である． 
 

 

 

 

 

I グループ（図 2） B グループと同じ航路を辿っ

ており，出航日もまた帰航日も同じである．推定

最短遊動距離は 1,323km である． 

 
 

以上のように 72 家族，9 グループの遊動におけ

る航路と出航地，帰航地，日程などの概要を示し

た．その結果，今回の調査によって，これまで想像

の域を出なかったサロンの航路の概要がほぼ明ら

かになった． 

これまでサロンの遊動は Sea Gypsie と形容され

るように，アンダマン海を彷徨する自由度の高い，

行き当たりばったりの遊動であろう，と想像され

てきた．しかし，今回の調査結果からは，72 家族 

は 9 グループの船団をあらかじめ組織しているこ

と，グループごとに集団として緩やかであっても

計画的，組織的に遊動をしていた． 

彼らは行き当たりばったりの放浪をしているの

ではなく，風まかせの漂海民でもないことが明白

である．サロンはリーダーを中心にして，秩序だ

った集団的な遊動をしているのである． 

また，B グループと I グループの 2 グループは

まったく同一の航路を行動していた．彼ら自身は

別のグループとして認識しているようであるが，

この 2 つのグループは，18 家族が 1 つの集団で遊

動しているようにも見えたであろう．これは 2 つ

の親族集団が，漁撈上の条件がたまたま軌を一に

した航路をとらせたものであるかもしれない． 

従来の報告では，停留地の近海で単独で行われ

ている漁撈がしばしば取り上げられてきたが，そ

れは調査の対象になりやすかったからであろう．

今回の調査で明らかになったのは，本格的な漁は

集団で行われていたのである．これは陸上の狩猟

採集民でも大掛かりな狩猟は個人ではなく集団で

行われており，小規模の簡単な狩猟は個人で行わ

れていることとよく似ているといえよう． 
 

7.3. 遊動の期間，日数について 
 

9 グループの 1 回の遊動において，推定される

遊動距離は最長で 1,323km，最短 525km であり，

遊動日数は往路で最長 107 日間，最短は 45 日であ

る．推定される各グループの合計遊動日数，推定

最短遊動距離，日平均遊動距離は表 2 のようであ

る．但し，これらの数値は調査結果から判明した

遊動地点間の距離をもとにして推定されたもので

あるから，実際にはこの距離よりは長いと考える図 9．Hグループの航路（往路） 

 

Source: Google Earth Pro 
imagery © Google. Data 
SIO, NOAA, U.S. Navy, 
NGA, GEBCO. Image 
Landsat / Copernicus. 
 

 

到着

月日

( d  

m m m )

*　Ohsawa, Seiji et al. 

Sorting out the changes 

and confusion of Meik 

Islands names in 

Myanmar , Int.　J. Hum. 

Cult. Stud. 2023, 33, 

pp.22-41.

島名* ID*

（出航） 10 Jan thayaw thatan gyi kyun 45

10 Jan sa lon kyun 107

14 Jan pyinn sa bu nge kyun 125

23 Jan mhet kyun 145

30 Jan saw pu kyun 152

6 Feb la ngann poo warr kyun 166

16 Feb pu le kyun 169

16 Feb pu le kyun 173

17 Feb a le man kyun 170

17 Feb ↓ ↓

25 Feb sin kyun 186

1 Mar kyun me gyii kyun 192

11 Mar myauk na winn kyun 216

24 Mar jar lann kyun 227

nyaun wii kyun 224

30 Mar za det kyii kyun 266

7 Apr a le man kyun 170

↓ ↓

9 Apr sa lon kyun 107

↓ （帰還の途へ）

（帰着） 10 Apr thayaw thatan gyi kyun 45
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べきであろう．この結果から，一日あたりの平均

遊動距離を求めると，8.1 km～12.0 km となり，非

常に緩慢な航海である．しかし実際には，漁撈を

しているのであって，その航路はこれよりは長い

距離を遊動しているはずであるから一日あたりの

平均遊動距離は若干長くなろう． 

この遊動は，決して体力を使い果たすような無

理な距離ではなく，ゆとりを感じさせる．幼児か

ら老人に至るまでをかかえる大きな家族集団が，

日常生活を営みながら長期に亘って一斉に移動し

ているのであるから，ゆっくりしたペースになら

ざるを得ないであろう．家族には時には体調を崩

したり，分娩や看病もあろうし，また航海中に事

故にあうことも無いわけではない．大漁となり何

日間も同じ場所で漁をしていることもある．彼ら

が何よりも優先しているのは安全であって，その

用心深い性質は遊動行動全般にいきわたっており，

これが非常に緩慢な遊動行動をとらせているので

ある． 

ともすると，探検記や紀行文学の作者やジャー

ナリストたちは，海洋における狩猟民の航海に勇

猛果敢な冒険者の航海のような姿を想像したくな

るかもしれないし，歴史上の人物や集団が荒波を

越えて大航海を成し遂げた英雄譚を，遊動狩猟民

の航海にもとめたくなるかもしれない．しかし実

際のサロン船団の乗組員は，闘争的な青壮年男子

からなる海賊や，屈強な戦闘員，あるいは大航海

時代の冒険者とは，対極にある人々であって，温

厚で平和な家族集団である．彼等は何よりも家族

の安全を優先し，決して危険を伴う選択をしない．

言わば「スローライフ」を海洋で送る人々なので

ある．実際，アンダマン海上に見るサロンの家族

は海洋での遊動生活を楽しんでいるようでもある． 
 

7.4. 遊動中の停泊地点 
 

サロンの遊動行動範囲を表 3 に示したが，遊動

中の航路そして帰航地を知ることは学術的な意義

だけではなく，彼らの生活改善に関係して重要な

意味をもっている． 

国は民族問題省が中心となって，彼らの生活を

支援する政策を今世紀になってはじめている．と

ころが，遊動中の彼らの動態が把握できていない

ために，これらのサービスを届けるうえで問題を

かかえてきた．そこでサロン 72 家族，9 グループ

の遊動中における航路を確認した．図 2から図 9 

表 3 船団の遊動範囲 

船団 
南北（北緯） 

遊動範囲 

東西（東経） 

遊動範囲 

A 10°40'N～12°20'N 97°51'E～98°32'E 

B 09°46'N～12°20'N 97°40'E～98°32'E 

C 10°50'N～12°20'N 98°01'E～98°35'E 

D 10°03'N～12°20'N 97°41'E～98°32'E 

E 09°46'N～12°20'N 97°57'E～98°32'E 

F 10°41'N～12°20'N 97°57'E～98°32'E 

G 10°25'N～13°01'N 97°42'E～98°32'E 

H 10°02'N～12°20'N 97°42'E～98°32'E 

I 09°43'N～12°20'N 97°41'E～98°32'E 

 

 

の地図は航路（帰航路は省略している）を示した

ものであるが，とくに実用的な目的からすると帰

航地あるいは停泊地点の位置，名称を把握するこ

とが必要となる．つまり各船団に共通する主要な

島嶼・停泊地点を確認できれば，例えば人口調査

を行ったり，国政選挙情報を提供し，投票を促し

たり，災害や行政サービス上の緊急情報を伝達し

たり，さらには，児童の就学や医療，福祉に関する

サービスなどの拠点として利用することも可能と

なる． 
 

本調査によれば 72 家族，9 船団は遊動の途次で，

停泊もしくは立ち寄って，物々交換や獲物の販売

あるいは日用品などの買い物を行った地点は，船

団によってことなり，その地点は推定でも 20 か所

以上にのぼる．これらには無人島も少なくないの

で，この中から特に主要な地点を選び，公的な機

関の連絡事務所や連絡員などを設けるのが現実的

である．このような観点から主要な島嶼・地点を

選ぶと次のようになろう（表 4，図 10）． 

 

 

サロン船団の遊動基点となる主要な島嶼名・集落

名と位置 

a タヨータダンジー島（thayaw thatan gyi kyun）

のドンパレーオ集落（Done pu le aw），北緯

12 度 21 分，東経 98 度 04 分：ここは雨季

における停留地となっており，この集落を

基点として遊動が行われる．マレー半島タ 
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表 4．サロン船団の遊動基点となる主要な島嶼名・集落名と位置 

 島嶼名 集落名 北緯 東経  

a 

タヨータダンジー島

【ID:45】 

thayaw thatan gyi 

kyun） 

ドンパレーオ集落

（Done pu le aw） 
12°20'N 98°01'E 

雨季における停留地となって

おり，この集落を基点として

遊動が行われていた． 

b 
ピンサブ島 

【ID:125】 

pyinn sa bu nge kyun 

  11°48'N 98°03'E 
多くの船団が遊動の前半に立

ち寄っている島嶼． 

c 
アレーマン島 

【ID:170】 

a le man kyun 

 11°17'N 98°32'E 

いずれの船団も生活物資の調

達，獲物の販売，交換のために

立ち寄る重要拠点であった． 

d 
ランピ島 

【ID:194】 

lan pi kyun 

マチョンガレー集落 

【ID:99】 

ma kyoun ga let 

10°52'N 98°13'E 

ミェイ諸島の中央部付近まで

遊動を行う船団が必ず立ち寄

る集落で，ドンパレーオに次

ぐ重要拠点． 

e 
ザデジー島 

【ID:266】 

za det kyii kyun 

北部海岸のチャットチ

ャウン集落【ID:75】 

kyat chaung 

9°57'N 98°11'E 

遊動をミェイ諸島の南部まで

行う船団の場合に停泊する可

能性が最も高い地区． 

 

ニンダーリ地方域の拠点都市，ミェイ市か

ら連絡がとれるが船では 5 時間かかる． 

b pyin sa bu kyun ピンサブ島．東経 98 度 02

分，北緯 11 度 44 分に位置し英領時代は

Bentinck island と呼称した．ミェイ諸島中部

の重要拠点となっている． 

c a le man kyun アレーマン島，東経 98 度 32

分，北緯 11 度 17 分：いずれの船団も生活

物資の調達，獲物の販売，交換のために立

ち寄る重要拠点である．マレー半島部のボ

ーピン市に近く，ここから連絡を取ること

が有利である． 

d lambi kyun ランピ島の Ma kyoun ga let マチ

ョンガレー集落．東経 98 度 15 分，北緯 10

度 40 分：ミェイ諸島の中央部で船団が必ず

立ち寄る集落で，ドンパレーオに次ぐ重要

拠点である．サロンの停留地もある． 

e za det gyi kyun ザデジー島，Kyat chaung チャ

ットチャウン集落，北緯 10 度 02 分，東経

98 度 12 分：遊動をミェイ諸島の南部まで

行う船団の場合に停泊する可能性が高い集

落．ミャンマー最南部の重要な島である．

緊急時にはマレー半島部のコータウン市に

連絡がとれる． 

 

 

 

調査によると，各船団は図 10に示した上記地点

に立ち寄っている．もし重要な連絡地点を 4 地点

あげるとするとすれば，a，c，d，e の地点が第一

候補となるであろうし，さらに加えるとすれば b

地点をあげることができる． 

これらの停泊地以外にも停泊する島嶼をあげる

ことができるが，上記の地点が頻度的にも，物資

の交換や購入などの点でもより重要である．今後，

民族問題省などが，サロンを支援するための連絡

拠点を設けるとすると，これらの地点を重点とし

て連絡員や出来れば連絡場所を設置することが考

えられる． 

 

この調査は 2015 年から 2016 年において行われ

たものである．したがって，20 世紀初頭の White[2]

や 20 世紀後半に行われた Ivanoff[3]らの調査環境

とは違っているかもしれない．またサロン（モー

ケン）のライフスタイルや遊動にも多少の変化が

あった可能性もある．しかし，彼等が昔と変わら

ず，現在もまだ半年間は遊動に出ており，サロン

に対する教育，医療，福祉，生活の支援などの諸問

題を改善するためにも，この調査結果が役立つ日

が来ることを願っている． 
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８． まとめと結論 
 

ミャンマーのミェイ諸島に生活するサロンは 21

世紀の現在では極めて少数になった遊動狩猟採集

民族の 1 つである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼らはアンダマン海のミェイ諸島を生活の場と

しており，1 年の半分をミェイ諸島の島々の海浜

に小屋を建てて住み，残りの半年でアンダマン海

を遊動している．家族全員が，Kaban（家船）に乗

りこみ，ともに長期間の遊動を行って漁撈を行っ

ている．この半年間の遊動とは，言わば「住所不

明」の旅に出ているのであって，このことが，サロ

ンが現代社会で国民として生きていく上で，直面

する諸問題の重要な背景となっている． 

サロンを取り巻く，現代的な問題としては子弟

の未就学をはじめとして，無医療，貧困，麻薬使

用，地震や伝染病の流行，戦争の危険などへの対

応の遅れなど様々な難問があげられるが，その解

決を難しくしているのは，彼らが遊動民であって

その遊動の実態が不明であること，そして彼らが

無文字社会に生きていることである． 

そこで，彼らのライフスタイルの基礎を成して

いる遊動の概要を把捉しておくことは，学術的な

関心はもとより，現実的に彼らの生活と福祉，人

権を向上させるためも不可欠な課題となっている． 

この目的のために，本研究では以下の 4 点に限

って調査を行い，重要な遊動情報を収集すること

ができた． 

1) 従来，サロンは当てなく大海を彷徨する漂海

民と考えられていたが，彼らは親族ごとの船

団を組織し，計画的な航海を，安全第一に行

っていた．なお航海の日程と航路，推定遊動

距離などを明らかにした（表 1，表 2）． 

2) 表 3 に示したように，サロンの遊動の範囲は

アンダマン海のミャンマー領を出ることがな

かった．正確にはミェイ諸島の北緯 9 度 43 分

～13 度 01 分が南北の，東経 97 度 40 分～98

度 35 分が東西の遊動範囲であった．この範囲

は一世紀以前に，民族学調査を試みた Lowis, 

C. C.がその著“Salon”（1909 年刊）でサロン

の分布域とした北緯 9 度 50 分～13 度 20 分

と，東経 97 度 40 分～98 度 32 分と比較する

と，やや狭くなっている[10]．この遊動範囲か

らしても，本調査対象のサロンがタイ側の同

民族であるモーケンとなんらかの接触がない

ことは明らかであった． 

3) これまでは未知であったサロンの遊動（航海）

経路を明らかにした．得られた結果を図 2～

図 9に示した． 

4) 遊動中に彼らが立ち寄る島嶼名を特定するこ

e 

a 

c 

b 

d 

図 10．サロン船団の停泊重要 点 

主要停泊地 ID*

a
thayaw thatan gyi kyun

(Done pu le aw)
45

b pyinn sa bu nge kyun 125

c a le man kyun 170

d
lan pi kyun

(ma kyoun ga let)
194

e
za det kyii kyun

(kyat chaung)
266

N 
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とができ，さらに大多数のサロングループが

立ち寄る重要な島嶼名，集落，位置を確認し

た（図 10）． 

 

これらの重要地点において，遊動中のサロンに

対する接触が可能であり，様々な行政的なサービ

スや緊急情報を伝達でき，また人口調査をはじめ

公民権の行使などの便をはかる可能性が期待され

る． 

 

 

 

 

 

 

注1. アンダマン海：インド洋東部，マレー半島と

アンダマン諸島及びニコバル諸島との間に

位置し，北はミャンマーのマルタバン湾，南

はマラッカ海峡に接している． 

注2. ミェイ諸島：別名はベイ諸島．かつてはメル

ギー諸島と呼ばれた．タニンダーリ地方域の

沿岸部約 400km に亘って約 800 の島々から

成る．＜Ohsawa, Seiji et al. Sorting out the 

changes and confusion of Meik Islands names in 

Myanmar, Int. J. Hum. Cult. Stud. 2023, 33, 

pp.22-41.＞ 

注3. サロン（モーケン）：サロンはミャンマー側

での呼称．サロンは，ミャンマー南部タニン

ダーリ地方域の海域に広がるミェイ諸島（約

800 島）を生活圏とし，その点在する島々を

巡りながら家船で生活し遊動する． 

注4. 遊動：本論で「遊動」とは単なる移動ではな

く，生活全体を移動に依存させる広い概念を

指す．サロンの家船を基盤とした海洋遊動を

対象とし，移動そのものが生活様式の中核と

なっている点に注目する． 

注5. 狩猟採集民については，Coon (1971)をはじ

め多くの研究で論じられてきた． 

＜クーン C.S.，平野温美，鳴島史之訳．世界

の狩猟民．法政大学出版局，2008．Coon, 

Carleton S. The Hunting Peoples, Atlantic 

Monthly Press, Boston, 1971.＞ 

注6. サロンの「時季」の捉え方について：サロン

は航海や漁の時季の区切りを，近隣の定住民

や交易などにより把握する．また，潮汐の変

化や満月，新月といった自然のサイクルも，

移動や採集活動に不可欠な指標である．これ

らの知識は口承で継承され，サロンの生活文

化の一部を形成している． 

注7. 無文字社会：サロンの話す言語には文字体系

が存在せず，知識は口承で継承される． 

注8. 遊動民：Nomadic people．定住せず移動しな

がら生活する民族． 

注9. 人口調査：ミャンマー政府（移民・人口省）

は，2024 年 10 月 1 日〜15 日に実施された

国勢調査の暫定結果を 12 月 31 日に発表し，

総人口を 51,316,756 人と報告した．内訳とし

ては実地調査がなされた 145郡の 32,191,407

人と，安全保障上調査が困難だった他の郡の

推計値 19,125,349 人を加えた数字である．調

査完了率は 330 郡中約半数にとどまり，結果

は暫定値として扱う必要がある． 

"Welcome preliminary population statistics for 

the nation," Global New Light of Myanmar, 

2025 年 1 月 9 日, 

<https://www.gnlm.com.mm/welcome-

preliminary-population-statistics-for-the-nation/>

（参照日：2025 年 7 月 26 日）. 

注10. 近年，海洋民としての伝統的漁撈生活は現金

経済の圧力の中でこれまでにない困難に直

面している．以前から一部の海洋民コミュニ

ティにおける薬物使用の問題も指摘されて

いる． 

注11. 感染症の多くは停泊地の村落や沿岸での接

触を通じて持ち込まれる．沿岸の汽水域や淡

水域では，有機物の滞留や人為的排水の影響

により細菌や寄生虫の密度が高く，熱帯性の

感染症のリスクが上がる．家船での生活その

ものが原因ではなく，持ち込まれた感染症が

家族単位の密閉空間で拡大しやすい．さらに，

医療処置へのアクセスが遅れることで重症

化のリスクが高まる． 

注12. 本論で「タイ人」とは，特定の民族や国籍を

指すものではなく，現代タイ社会において定

住を基盤とし，農耕や都市的な生活様式を営

む人々を包括的に示す用語として用いる．こ

れは，家船を拠点に移動を生活の基盤とする

サロンの遊動的な生活様式との対照を明ら

かにするための記述上の枠組みである． 

注13. 著者らがミャンマー民族問題省の情報をも

https://www.gnlm.com.mm/welcome-preliminary-population-statistics-for-the-nation/
https://www.gnlm.com.mm/welcome-preliminary-population-statistics-for-the-nation/


 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No.35 2025 

［査読有り］ 
 

 サロン（モーケン）のアンダマン海の遊動の追跡的研究 542 

 

とに行った人口推定では，おおよそ 2,700 人

近傍であった．＜Ohsawa, Seiji et al. Sorting 

out the changes and confusion of Meik Islands 

names in Myanmar, Int. J. Hum. Cult. Stud. 2023, 

33, pp.22-41.＞ 

注14. 本論で言及する「雨季」は，ミャンマー南部

タニンダーリ地方における南西モンスーン

期（概ね 5 月〜10 月）を指す．この時期は

強風と高波のため家船での外洋移動が制限

され，サロンは沿岸や島の入り江に仮小屋を

設けて長期停泊する生活様式をとる． 

注15. Kaban（カバン）：サロン語で「家船（えぶね）」

を意味する．家族単位で使用し，生活拠点と

移動手段を兼ねる． 

注16. Chapan（チャパン）：小型丸木舟．浅瀬での

漁や移動，子どもの遊びに使われる． 

注17. ウミガメ漁：伝統的な素潜り漁法．現在は自

然保護規制の中で一部例外的に認められて

いる． 

注18. F. N. Cholmeley は Jacques Ivanoff とともに

『 Moken: Sea‑Gypsies of the Andaman 

Sea ‑ Post‑War Chronicles』（1997）を著した研

究者であり，戦後のモーケン社会に関する民

族誌記録をまとめた． 

注19. ダーウェイ語（Dawei language）はミャンマ

ー南部タニンダーリ地方のダーウェイ地域

で話される言語で，モン・クメール系に分類

される．島嶼名や地名の多くがダーウェイ語

由来であり，サロンとの交流や交易の中で重

要な媒介言語のひとつとなっている． 

注20. 追跡的研究：longitudinal study．一定期間を通

じて変化を追う調査手法．本研究は，サロン

の遊動行動を現地観察と聞き取り調査によ

って記録し，生活と移動の関係を分析してい

る．航海データの整理には，先行研究“Sorting 

Out the Changes and Confusion of Myeik Islands 

Names in Myanmar”，Ohsawa et al.（2023）で

確定した島嶼名と位置情報を参照した． 

注21. タニンダーリ地方域：ミャンマー南部の沿岸

行政区画で，サロンの主要居住地． 

注22. Elphinestone Island は旧英領時代の地図に見

られる名称で，現在のミャンマー行政地図や

現地サロンの呼称とは異なる．本研究で用い

る島名の整理は，先行研究“Sorting Out the 

Changes and Confusion of Myeik Islands Names 

in Myanmar”，Ohsawa et al.（2023）に基づく． 

注23. ドンパレーオ地区：タヨータダンジー島内の

サロンの主要な停泊・居住エリアのひとつ．

複数の小島と沿岸の村落からなり，乾季の遊

動時に重要な中継地となる． 

注24. カイン族（Kayin）：ミャンマー南部からタイ

西部にかけて居住する山地民族の総称で，複

数の言語集団を含む．本研究に関連する文脈

では，沿岸部に居住するカイン族とサロンと

の接触や交易関係が重要となる． 

注25. サロン語：サロン語はオーストロアジア語族

に属するとされる言語で，文字を持たず口承

で継承される．タイ側のモーケン語と近縁で

あり，単語や発音に地域差が見られる． 

注26. 航海経路の記録 航海ルートは現地同行と

口承による記録を組み合わせて再構成して

いる．一行グループは複数の家族から構成さ

れているため，各家族から別々に聞き取りを

行い，その内容が一致することを確認してデ

ータの信頼性を担保した． 

注27. Clan（クラン）：本研究では，複数の家族か

ら構成される血縁・婚姻を基盤とした集団を

指す．サロンの場合，船団単位で行動するこ

とが多く，生活・移動・漁撈活動がこの単位

で組織される． 

注28. ミャンマー暦：ミャンマー暦（Burmese 

Calendar）は太陽太陰暦で，グレゴリオ暦と

はずれが生じる．新年は通常 4 月中旬で，季

節や農業暦に密接に結びついている．サロン

を含む多くの民族が生活周期をこの暦に合

わせており，航海や祭礼の時期の判断に用い

られる． 

注29. GPS（Global Positioning System）：人工衛星を

用いた測位システム．研究調査では航海経路

や位置情報の記録に利用される． 

注30. Google Earth Pro：本研究で使用した航路図は，

Google Earth Pro imagery © Google. Data SIO, 

NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO. Image 

Landsat / Copernicus のデータを基に作成し

た． 

注31. Cornes 海図（Cornes Nautical Chart）は，19 世

紀末から 20 世紀初頭に作成されたミャンマ

ー南部，アンダマン海域の航海用地図で，当

時のイギリス植民地時代の測量に基づく．測

量責任者の名前（H. C. Cornes）に由来．現在
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も島嶼名や航路の海図として重要であり，現

地で使われる島名と照合するための基礎資

料として利用される．ここで使用しているも

のは以下の通りである． 

MYEIK ARCHIPELAGO 

Printed by 9638(P8030)-Cornes & Co Ltd 

(Yokohama) on 18 Jun 2019 07:47 UTC on 

Admiralty Chart Paper. Edition Number: 3, 

Edition Date: 21th Jan 2010, published at 

Taunton, Uniter Kingdom 5th September 1975 

under the Superintendence of Rear Admiral G. P. 

D Hall, C.B., D. S. c., Hydrographer of the Navy. 

This chart includes copyright material published 

with the permission of the hydrographic offices 

of India and Burma.  
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Abstract 

The migratory behavior of the Salon (Moken) people in the Andaman Sea has been largely ignored and 

unrecorded in previous ethnographic studies. As a result, the full picture of the Salon lifestyle has remained 

incomplete. 

Since half of their annual activities consist of migratory behavior at sea, it is impossible to fully understand 

the Salons without clarifying their migratory behavior. Additionally, as a practical matter, it is impossible to 

clarify and address issues related to their population, composition, education, healthcare, welfare, and other 

aspects of survival and daily life. 

This study was conducted with both academic interest and the aim of understanding the migratory 

behavior that forms the foundation of their practical issues. 

This survey targeted 72 families and 462 individuals in the salon, documenting the entire process from 

departure to arrival, including navigation routes, the number of days spent in migration, the islands visited, and 

the estimated shortest migration distance. 

The survey results revealed that the 72 families were divided into nine groups, with each migration lasting 

between 50 and 110 days, and the shortest migration distance ranging from 500 to 1,600 km. The migration 

range was defined as east-west between 97°30'E and 98°30'E east longitude and north-south between 9°45'N 

and 13°05'N+ north latitude, with no instances of straying outside this area. 

The islands visited during migration were also identified, and specific key locations were also determined. 

We hope that these findings will contribute to population surveys in Salo and improvements in living conditions 

(education, healthcare, welfare, and the exercise of civil rights) and we anticipate that they will be effectively 

utilized by relevant parties. 
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